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道徳科 本時の学習指導案（第１次案）            令和 元年９月17日（火） 第１校時 
  ４年２組 授業者  

題材 「 働くとは？改めて考えよう。 」 〇〇時間中の第○時 

  (1) 学習のねらい 

  勤労体験に向けて「働く」ということについて考え、実際に勤労体験を経験してきた子どもたちが、「父

の仕事」の文章や、先生の仕事での話に触れ、「働く」ことは楽しかったり、好きなことをしたりするだけ

じゃないのだと気付き、「父の仕事」の文章で考えたり、小川の働くことへの考え方を聞く活動を通して、

「働く」という行為について改めてどういうことなのか考えることができる。 

 

 (2) 本時の学習材 

小川の仕事についての話 

 ｏ子どもたちは「父の仕事」の文章を読み、「働く」ということに対して様々な印象や意見を持つだろう。

それらをクラスで共有したところで、本学習材を提示する。 

 

 ｏ本学習材は、小川がホテルマンとして働いていること、業務内容や、目的、やりがいや大変だと感じる

ことの話である。子どもたちは、「父の仕事」の文章で考えたことや、小川の仕事についての話しによ

りお客さんやホテルにどんな迷惑が掛かってしまったか考えるだろう。そこで、子どもたちは、勤労体

験で実際に働いたこと、「父の仕事」を読んだことや小川の仕事の話から、改めて働くとはどういうこ

となのか考えることが期待できる。 

 

  (3) 学習の展開 

過程 学習活動 予想される子どもの動き 時間 指導と評価 
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１勤労体験で実際

に働いてどんな

ことを思ったか

。 

 

 

２「父の仕事」の

文章を読み、「

どうしてお父さ

んは振り返らな

かったのか班で

考え、発表する

。 

 

 

 

 

 

３小川の話から、

働くということ

を改めて考える

。 

 

 

４勤労体験、「父

の仕事」、小川

・意外と楽しかった。 

・世の中にはこんな仕事があるのかと思

った。 

・思っていたより大変だった。 

・毎日こんな仕事をしている人はすごい

と思う。 

 

 

 

・お客さんの命を預かっているから、電

車の運転に集中した。 

・お客さんの安心を考えて、迷惑になら

ないようにした。 

・お客さんが信頼して乗ってくれている

ので、それに責任感を持っていた。 

 

 

 

・もう1度お客様にフロントへ氷をお願

いさせる結果となった。 

・氷を長い間お待たせした。 

ｏお客さんに長い間待つという迷惑をか

けた。 

 

・きれいなおしぼりかどうか、確認して

から硬く巻いて保存すること。 
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・勤労体験で思ったことを聞

き、どんなことを体験先で

して、それをどのように感

じたのか思い出させる。 

 

 
 

・班ごとに意見を考え、共有

する。 

 

 

 

 

ｏ子どもたちの意見を整理し
たところで、本学習材を提
示する。 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

小川の仕事についての話 

学習材 勤労体験で働いた仕事は、お客さんや世の中にどうつな
がっているのか。 

学習課題 

「働く」ということについて理解を

深めよう。 

学習問題 
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の話から改めて

、働くとはどう

いうことなのか

考える。 

 

・車をきれいに洗車して、お客様のとこ

ろへ送り出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勤労体験や、「父の仕事」

の文章、小川の働くことへ

の考え方を聞く活動を通し

て、「働く」ということに

ついて改めてどういうこと

なのか考えることができる 

評価 




